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千葉県医療的ケア児等支援地域協議会開催状況等について 

 
１ 構成員 

  別表のとおり 
 

２ 開催状況 

平成３０年度 第１回 平成３１年１月３１日（木） 
平成３１年度 第１回 平成３１年４月２５日（木） 

第２回 令和 元 年７月１７日（水） 
 
３ 主な議題 

〇 平成２９年度小児等在宅医療連携拠点事業等の実施結果について 
〇 平成３０年度小児等在宅医療連携拠点事業等の実施について 
〇 平成３０年度小児等在宅医療連携拠点事業等の実施結果について 
〇 重症心身障害児者及び医療的ケア児者の実態調査の結果について 
〇 重症心身障害児者及び医療的ケア児者への支援施策の推進について 
〇 医療的ケアが中途で必要となった知的障害のある方に対する支援の場につ

いて 
 

４ 実態調査結果、支援施策に係る主な意見 

（１）３０年度第１回及び３１年度第１回 

○訪問看護について 
・ 訪問看護研修は、引き続き推進すべきであり、訪看、リハ、介護など多職種

が参加し、職種間の意見交換が重要である。 
○ 入退院支援について 
・ 新生児科等からの在宅移行研修に MSW 等を加えるのはどうか。 

○ 短期入所、レスパイトについて 
・ 短期入所、レスパイト入院が利用できない。 
・ ＮＩＣＵからの在宅移行支援を行った病院でレスパイトを受ける下地が必

要ではないか。 
・ 千葉リハの短期入所は人工呼吸器を付けている人を多数受けており、看護の

仕組みが確立されている。その仕組みを可視化して欲しい。 
・ 老健施設や看護多機能事業所の空床を短期入所に有効活用している好事例が

ある。 
○通所について 

・ 保育園や幼稚園での障害児保育、単独通園（預かり療育）を利用できてい

ない。 
・ 歩ける医ケア児は支援に結び付きにくい。行き場の確保が重要である。 
・ 市町村の保育担当部署が医ケア児をどう受け入れたらよいか知らない。 
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・ 保育園や学校の看護師も医療的ケアにどう対応すればよいか不安に感じて

いる。 
・ ３歳以上の医療的ケア児を保育所で受け入れるガイドラインを市で作成し

たという好事例がある。 
○相談支援・連携について 

・ 重症心身障害でない医ケア児は相談支援の利用率が低い。 
・ 相談支援専門員の利用率には地域差がある。 
・ 医療的ケアに対応できる相談支援事業所が少ない。                 

・ 圏域毎に医療福祉をコーディネートできる人材の育成が必要である。 
・ 医療的ケア児コーディネーターが活かされていないのではないか。 

○協議会の設置について 
・ 協議会の設置が進んでいない。 
・ 地域協議会は戦略を持ってやるのが良い。保健、看護、理学、ＳＷ、スー

パーバイザー、コーディネーター等のチームで地域を作っていくもの。その

際、委託型・基幹型の相談支援事業所に入ってもらい、アドバイザーの役割

を果たしてもらわないと機能しない。 
○入所施設について 

・ 医療型障害児入所施設、療養介護施設が偏在している。 
・ 人口に比して医療型入所施設が少ない。 
 

（２）平成３１年度第２回 
・ 市町村職員研修は画期的。市町村は異動があるので研修を継続的に実施する 
 必要がある。 
・ 好事例、先進事例の発信を早めにして欲しい。 
・  医ケア児を診れる医師が千葉県はかなり不足している。 
・  医ケア児を診れる医者を増やす研修を県でやって欲しい。 
・  大人を診ている在宅医の活用が大事。 
・  医ケア協議会には当事者を加えることを義務付けて欲しい。 
・ 医ケア協議会の設置状況を市町村に提供して欲しい。周りの市町村で設置が   
進むと、していない市町村で設置が進む。 

・  医ケアの重たさで２つに分けている訪看向け研修を、訪看向けと多職種（介

護士やリハ職など）向けに再構築してはどうか。 
・  研修の周知に力を入れてほしい。時期の固定、早めの周知で参加しやすくな

る。 
・  医ケアコーディネーターについて、国の補助金を活用して設置促進を。 
・  レスパイトのニーズ大きい。目途が立たなくても目標を挙げ取組んでいくべ

き。 
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別表 

  

氏　名 役 職 名 等

ｱ ﾍ ﾞ ﾀ ﾏ ｷ

阿 部 環

ｲ ｲ ﾀ ﾞ ﾄ ｼ ｵ

飯 田 俊 男

ｲ ｹ ﾊ ﾀ ｸ ﾐ ｺ

池 畑 久 美 子

ｲ ｼ ｲ ﾐ ﾂ ｺ

石 井 光 子

ｵ ｵ ﾉ ｷ ｮ ｳ ｺ

大 野 京 子

ｵ ｶ ﾀ ﾞ ﾄ ﾓ ｴ

岡 田 智 恵

ｵ ﾏ ﾀ ﾀ ｸ

小 俣 卓

ｶ ｹ ﾞ ﾔ ﾏ ﾄ ﾓ ｺ

景 山 朋 子

ｶ ﾂ ﾔ ﾘ ｮ ｳ ｲ ﾁ

勝 矢 良 一

ｶ ﾄ ｳ ｴ ﾂ ｺ

加 藤 悦 子

ｶ ﾔ ﾊ ﾗ ﾘ ｶ

萱 原 里 香

ｺ ﾞ ﾝ ﾀ ﾞ ｲ ﾗ ｸ ﾐ ｺ

権 平 く み 子

ｻ ﾄ ｳ ﾋ ﾛ ﾕ ｷ

佐 藤 弘 行

ｼ ｵ ﾀ ﾁ ｴ ｺ

汐 田 千 恵 子

ｼ ﾌ ﾞ ｻ ﾜ ｼ ｹ ﾞ ﾙ

渋 沢 茂

ｽ ｽ ﾞ ｷ ﾐ ｷ ｺ

鈴 木 美 岐 子

ﾀ ﾆ ｸ ﾞ ﾁ ﾕ ｷ ｺ

谷 口 由 紀 子

ﾄ ｲ ｼ ｻ ﾄ ｼ

戸 石 悟 司

ﾅ ﾗ ﾌ ﾞ ﾓ ﾄ ｺ

奈 良 部 素 子

ﾏ ｴ ﾀ ﾞ ﾋ ﾛ ﾄ ｼ

前 田 浩 利

ﾏ ｴ ﾓ ﾄ ﾀ ﾂ ｵ

前 本 達 男

ﾔ ﾏ ｷ ﾞ ｼ ｻ ﾄ ｺ

山 岸 聡 子

ﾔ ﾏ ﾓ ﾄ ｼ ｹ ﾞ ﾉ ﾘ

山 本 重 則

ﾔ ﾘ ﾀ ｶ ｽ ﾞ ﾐ

鎗 田 和 美

（一社）千葉県訪問看護ステーション協会　会長
看護協会ちば訪問看護ステーション

（５０音順・敬称略）

（福）佑啓会　ふる里学舎静風荘　施設長

（一社）市川市医師会　副会長

千葉県保育協議会　副会長

11 千葉県東上総児童相談所　所長

13 千葉県立袖ケ浦特別支援学校　校長

4 千葉県千葉リハビリテーションセンター　愛育園　園長

5

6 なごみの陽訪問看護ステーション　所長

千葉県こども病院 　神経科部長

8

23 （独）国立病院機構下志津病院　副院長

19

（医）はるたか会　理事長

18

千葉県市町村保健活動連絡協議会　副会長

（特非）コスモスの花　理事長

成田赤十字病院　新生児科部長

千葉県千葉リハビリテーションセンター　福祉局長

10 千葉県重症心身障害児（者）を守る会　事務局長

7

平成31年度千葉県医療的ケア児等支援地域協議会 委員名簿

3 千葉県千葉リハビリテーションセンター　看護局長

1

2

（医）新都市医療研究会君津会
君津訪問看護ステーション　所長

24 千葉県海匝健康福祉センター［海匝保健所］
センター長（兼）保健所長

9 松戸市福祉長寿部障害福祉課長

22 千葉県こども病院　副看護局長

12

長生ひなた　所長

淑徳大学看護栄養学部　助教

14 （特非）母里子ネット　代表理事

20

15

21

17

16
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【オブザーバー】
№ 所属等

【関係課】
№ 所属等

【事務局】
№ 所属等

３ 木更津市福祉部障がい福祉課

１ 千葉市保健福祉局高齢障害部障害福祉サービス課

２ 船橋市健康福祉局子育て支援部療育支援課

４ 茂原市福祉部障害福祉課

５ 成田市福祉部障がい者福祉課

６ 旭市社会福祉課

７ 市原市障がい者支援課

８ 鴨川市健康福祉部福祉課

１ 千葉県健康福祉部健康福祉政策課

２ 千葉県健康福祉部健康づくり支援課

３ 千葉県健康福祉部疾病対策課

４ 千葉県健康福祉部子育て支援課

１ 千葉県健康福祉部障害福祉事業課

５ 千葉県健康福祉部児童家庭課

６ 千葉県健康福祉部医療整備課

７ 教育庁教育振興部特別支援教育課


